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　The　northem　margina1facies　of　the　Upper　Cret3ceous　Izumi　Group　in　Shikoku　have　been

investigated－At　the　northern1imit　of　the　distribution，the　Izumi　Group1ies　unconformab1y　on

the　Ryoke　granitic　rocks　and　the　Ryoke　metamorphic　rocks．0n　the　northem　margin　of　the

distribution　of　the　Group，so＿ca11ed“Basa1conglomerate　facies”is　distributed　in　an　east－

west　trending1ong　and　narrow　be1t．

　Radio1arians　were　found　in　sandy　shales士rom　the“Basa1conglomerate　facies”3t　two

localities，where　the　pebbly　sandstone　is　predominantly　distributed．Upper　Cretaceous

radio1arian　fossils，　incIuding　λmク免φツ焔dακ　cf．5切。肋，　■4πc免αeod4c妙。mづ伽α　spP．，　刀5c妙。m彬拓α

加5王mm，n　肋m，ハ舳ゐmJ0助αm5cf．王m枕”α切8，S地ゐ。m伽αcf．comが硯etc．were　obtain－

ed　from　the　northeast　of　Matsuyama　City，Ehime　Prefecture（Loc．1〕and　from　the　nor－

thwestem　part　of　the　Asan　Mountain　Range（Loc．2）．

I．はじめに
　四国に分布する上部自亜系和泉層群は主として砂岩泥岩互層から構成されるが，領家花嵩岩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］1類・変成岩類と不整合関係で接する分布の北縁部では，礫岩・砂岩層（須鎗（1991）の基底礫

岩相）が，そしてまた四国西部を除いては礫岩・砂岩層の南側に砂質泥岩層が東西方向に帯状

に分布している．

93



山崎　哲司・辻井　　修

　北縁部に分布する礫岩・砂岩層と砂質泥岩層は，含有化石の種類や岩相から浅海性の堆積物

と考えられており，より南方（中軸部）に分布する，乱泥流堆積物の砂岩泥岩互層とは，同時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11異相の関係にあると考えられている（須鎗，1973）．

　著者の1人山崎は，四国に分布している和泉層群を，放散虫群集組成の変化に基づき3つの
　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ1化石群集帯に分けた（山崎，1987）．放散虫・有孔虫は主として中軸部の砂岩泥岩互層中の泥

岩とその泥岩中に含まれる珪質ノジュールから産し，検討した限りにおいては北縁部に分布す

る砂質泥岩からの産出は極めてまれで，また産出個体数，種数ともに少なかった．そのため，

放散虫群集の検討は中軸部から産出したものについて行った．

　同時に放散虫による群集帯と大型化石による化石帯との関係を推論した．四国の和泉層群の
　　　　　　　　　　　　　　　　11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－1
大型化石による分帯は須鎗（1973），坂東・橋本（1984）によりなされている．ただし，大型

化石は和泉層群分布域の北縁部から産出が主として報告されており，大型化石の産出地点と同

」地域あるいは隣接地域から，多数の放散虫化石を得ることは困難であった1そのため，大型

化石による分帯と放散虫群集による化石帯との対応づけは，地質構造から推測される層序関係

に基づいてのものであった．

　しかし和泉層群の地層の走向は，北縁部地域では一般にN70．E前後とほぼ」定の値となり，

地質構造からの層序関係の推定にはあいまいさが残る．また，中軸部の砂岩泥岩互層中に時に

挟在される凝灰岩層は，北縁部の砂質泥岩層中へと追跡されるが，砂質泥岩層の分布域の中で

尖減してしまい，礫岩・砂岩層を含めた北縁部の大半の地層と，中軸部の砂岩泥岩互層との層

序関係は不明確である．
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　鯛かけ部は四国の和泉層群分布域
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　こうした点から，北縁部地域の地層中よりの放散虫化石の検出に努め，その群集変化を明ら

かにすることは，大型化石による化石帯と放散虫化石による化石帯との対応を，より明確にす

る上で重要である．また中軸部で設定した放散虫化石群集帯の境界を，北縁部地域についても

決定できれば，四国に分布する和泉層群の中軸部と北縁部の地層群の層序関係を明確にするこ

とができるであろう．

］I．放散虫化石について

　1．産出地点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ・　ら　今回放散虫化石を報告するのは，四国西部の愛媛県松山市東方，温泉郡重信町の河原樋谷上

流域の1か所と，四国中部の香川県仲多度郡仲南町山脇南方の1か所の，計2か所についてで

ある（図1）．

　和泉層群の基底部の礫岩・砂岩層中には，時に砂質泥岩の薄層が挟在されることがある．こ

の泥岩を採集し，放散虫化石の検出に努めた．ただし，放散虫化石の産出頻度は非常に悪く，

種数も少ない．そのため，まだ群集組成や群集変化を議論できる段階ではないが，現時点であ

る程度個体数の得られた，そして不整合面に隣接した地域からのものでもある，上記の2地点

の放散虫化石について，その概要を報告する．
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図3　香川県仲南町周辺の岩相図

　2．地質の概要

　温泉郡重信町河原樋谷上流部の地点1（図2）周辺には，主に粗粒～中粒砂岩層が分布して

おり，時に数㎜～数㎝径の亜角～亜円礫が砂岩中に散在している．砂岩層中には，まれに薄層

の砂質泥岩層が挟在されているが，地点ユにおいて2～4㎜径の亜角～亜円礫を含む砂質泥岩

を採取した、

　地点1から約150m北方においては，和泉層群の礫質砂岩とホルンフェルス（領家変成岩類）

が接する不整合面が認められる1一方，地点1の南方には中粒砂岩を主体とする塊状あるいは

厚さ1mを越える厚層の砂岩が分布するが，重信川の本流から700mほど北方において，主に

50cm前後の厚さの砂岩層と10㎝前後の厚さの泥岩層が互層する，砂岩勝ち砂岩泥岩互層へと岩

相が変化する．

　なお岩相の変化する境界近辺では，厚さ1m前後の中粒砂岩と10㎝前後の厚さの細粒砂岩と

の互層が認められる（岩相区分上は礫質砂岩層に含める）．同様な岩相の変化は，河原樋谷の

東側および西側の谷でも認められ，ぽぽ束西方向に岩相の境が追跡されるが，岩相の境界は地

層の走向・傾斜とは幾らか斜交している（図2）．

　仲多度郡仲南町山脇南方の地点2（図3）周辺では，炭質物を多量に含む砂質泥岩を挟在す

る，中粒砂岩層が観察される．地点2では厚さ30㎝の砂質泥岩層から試料を採取した．

　地点2のすぐ北方では，第四系の三豊層群が和泉層群を覆い分布しており，和泉層群の分布
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を確認することができない．地点2から1㎞余り北西方の地域では花嵩岩（領家花嵩岩類）の

分布が認められる．

　一方地点2の南方側では，厚さ2m前後の中粒砂岩層と1O～40㎝前後の厚さの砂質泥岩層の

互層する，砂岩勝ち砂岩泥岩厚互層が認められ，時に1～2mの厚さの砂質泥岩が挟在される．

砂岩層中には平行葉理や斜交葉理が認められることがある．また花嵩岩質の粗粒砂岩が認めら

れることもある．この砂岩層分布域の南方には，「引田頁岩」とも呼ばれる，砂質泥岩層が広

く分布している（図3）．

　3．放散虫化石

　地点1の泥岩中から得られている放散虫化石には以下のようなものがある．ルαm肋。c加。m∫

sp．，λm一力ゐ幼ツmdακsp、，Aγcゐαeo∂北む。mτ4〃αspP．，η4cむ。m4切α尾。∫ゐ〃αe，D北妙。m－4伽αsp．，ル⑰〃。c名作

。4om　sp．，　0γ〃。〃ヴ07mα　sp．，Pゐα∫eτぴ。γmα　sp．，P∫m♂oα〃。力ゐαcm∫　cf．∫mれ。〃α〃∫，

P∫em∂oαmZoψゐαcm5sp．，Sガ。尻。m4わηspP．

　地点2の泥岩から検出された放散虫化石は，保存が悪く殻の表面形態が不明なものが多い．

主な放散虫化石は1λm〃物〃伽。f．∫チ。c肋，λm助物〃倣sp．，ル。ゐmo肋柳m伽αspp．，

Cmce〃α　sp．，D北妙。m〃m　材αm，D5c妙。m杉m　spP、，0功ゴ。〃mグmα　sp．，P肋∫e〃狗γmα　sp．，

5腕乃。m伽αcf．comがα，∫伽尻。m伽疵spP．

　両地点から得られた放散虫化石については，保存状態が悪いためあるいは個体数カ少ない

ために，種を決定できているものが少ない．そのため両地点について，年代的な差があるかど

うかの議論は現段階では困難である．

　1度のフッ化水素酸処理により検出される個体数の少ない試料については，処理の回数を増

やすことにより．多くの個体を集めることは可能である．多数の個体数を1度の処理により得る

ことのできる試料（中軸部の泥岩層）とは群集組成を単純には比較できないかも知れないが，

多様な種を集めることができれば，群集組成の変化を北縁部地域でも明らかにすることができ

そうである．

　上記の2地点からは，個体数は少ないものの多様な放散虫が検出されており，「基底礫岩相」

においても放散虫群集を検討することが十分可能であろう．地点1においては”吻。m伽α
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出居。∫τomeが産しているが，これは山崎（1987）が設定した放散虫群集帯の中で最も下位層準

を示すD．尾。∫互。砂m群集帯の代表種である．この種がr多産」することがD．尾。∫τome群集帯

の特徴の工つであるが，地点1の試料について一層多くの個体を検討することにより，年代の

議論が可能となると考えられる．今後はより南方の地域の地層も含め，和泉層群北縁部地域の

放散虫化石群集を詳しく調べ，中軸部との対応を明らかにして行く予定である．
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図　版　説　明

図版1

　スケールは100μlA：2，13；B　3，4，6，8，12－C11，5，7，9－11
　1　：λπ乃mo励。妙。m〃m　sp．Loc．　2．

　2　：ノレ。乃mo励。妙。mκm　sp．Loc．　ユ．

　3　：ノ1π励mo励。妙。m冴m　sp．Loc．　2．

　41〃吻。m伽α尾。∫工。me　Foreman．Loc．　11

　51”吻。m伽α肋m　Campbe11＆Clark．Loc，　2．

　6　1．0売妙。mκm　sp．Loc，　21

　7　：　jワク。妙。mづ伽αsp．Loc．　21

　8：λm〃幼ツm∂伽。f．∫チ。c肋（Cambe11＆C1ark）．Loc．　2－

　g：∫’肋。m伽αcf．co刎がαForeman．Loc．　2．

　10：抑脆。mcわm　sp．Loc．　1，

　111λm力尻幼ツm6απsp．Loc．　2，

　12：Cmce〃αsp．Loc．　2，

　131Pse〃。mJo助αm∫cf．’e励m肋m∫（White）．Loc．1．
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